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学部学科試験・共通テスト併用方式 （2025年度）

学部学科適性試験
実施学部 理工学部

実施学科 物質生命理工学科・機能創造理工学科・情報理工学科

試験時間 90分

試験概要 【学部共通試験】数学

（この問題冊子は 7ページ， 3問である。）

受験についての注意
1．試験監督者の指示があるまで，問題冊子を開いてはならない。
2．試験開始前に，試験監督者から指示があったら，解答用紙 1ページ目の左上に氏
名と受験番号を記入し，所定のマーク欄をぬりつぶすこと。
3．試験監督者から試験開始の指示があったら，この問題冊子が，上に記したページ
数どおりそろっていることを確かめること。
4．筆記具は，ＨかＦかＨＢの黒鉛筆またはシャープペンシルに限る。万年筆・ボー
ルペンなどを使用してはならない。
5．マーク式の解答は，解答用紙の各問の選択肢の中から正解と思うものを選んで，
そのマーク欄をぬりつぶすこと。
6．マークをするとき，マーク欄からはみ出したり，白い部分を残したり，文字や番
号，○や×をつけたりしてはならない。また，マーク箇所以外の部分には何も書い
てはならない。
7．記述式の解答は，解答欄にていねいに記入すること。
8．訂正する場合は，消しゴムでていねいに消したうえで，消しくずはきれいに取り
除くこと。
9．解答用紙を折り曲げたり，破ったりしてはならない。
10．試験監督者の許可なく試験時間中に退場してはならない。
11．解答用紙を持ち帰ってはならない。
12．問題冊子，計算用紙は必ず持ち帰ること。
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解答欄の各位の該当する数値の欄にマークせよ。その際，はじめの位の数が ₀  
のときも，必ずマークすること。

符号欄がもうけられている場合には，解答が負数の場合のみ-にマークせよ。 
（ ₀ または正数の場合は，符号欄にマークしない。）

分数は，既約分数で表し，分母は必ず正とする。また，整数を分数のかたちに
表すときは，分母を ₁ とする。根号の内は，正の整数であって， ₂ 以上の整数の
平方でわりきれないものとする。

解答が所定欄で表すことができない場合，あるいは二つ以上の答が得られる場
合には，各位の欄とも Zにマークせよ。（符号欄がもうけられている場合，-に
はマークしない。）

〔解答記入例〕　 ア に ₇ ， イ に-₂₆ をマークする場合。

ア

10　の　位

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 Z

符
号 1　の　位

イ

〔解答表示例〕

2

3
- を， にあてはめる場合

-3

2
とする。

₀ を， にあてはめる場合
0

1
とする。

2

3
- を， にあてはめる場合

-1

2
3 とする。

-x₂+ xを， x₂+ x+ にあてはめる場合

-1 x₂+ 1 x+ 0 とする。

マークによる数値解答欄についての注意
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1 {an}

a1 = 1, an+1 =
an + 2

an + 1
(n = 1, 2, 3, . . .)

(1) n , an � 1

(2) n , a2n − 2 a2n+1 − 2

(3) n ,

∣∣a2n+1 − 2
∣∣ � 1

4

∣∣a2n − 2
∣∣

(4)

2− 10−6 � a211 � 2
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2 (1) y = tan x 1 tan 43.5◦

3 ,

tan 43.5◦ � .

, π = 3.14

(2) a A, B

A =
{
x
∣∣ |x| < a

}

B =
{
x
∣∣ x2 − 6x− 19 � 0

}

(i) A ⊂ B ,

a +

√

(ii) A ⊃ B ,

a +

√

, :

(a) = (b) < (c) � (d) > (e) � (f) �=
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(3) a z3 − (3− 2
√
3)z2 + az + 10

√
3 = 5

3 3

1 4 3

A(z1), B(z2), C(z3) , z2 z1
,

z1 = + i,

z2 =

(
+

√ )
+ i,

z3 = + i

AB M , C A θ

D , 0 � θ < π

(i) C, D, M , D

+

(
+

√ )
i

(ii) ∠MCD =
π

4
, D

+ i

, :

(a) 1 +
√
2 +

√
6 (b) 1 +

√
2−

√
6 (c) 1−

√
2 +

√
6

(d) 1−
√
2−

√
6 (e) −1 +

√
2 +

√
6 (f) −1 +

√
2−

√
6

(g) −1−
√
2 +

√
6 (h) −1−

√
2−

√
6 (i) 2 +

√
2 +

√
6

(j) 2 +
√
2−

√
6 (k) 2−

√
2 +

√
6 (�) 2−

√
2−

√
6

(m) −2 +
√
2 +

√
6 (n) −2 +

√
2−

√
6 (o) −2−

√
2 +

√
6

(p) −2−
√
2−

√
6
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3 ,

0 � x � 1, 0 � y � 1, z = 0

xy , 1

1 P , L(0, 0, 2) P

, x , z θ ,

xy P D , 0 < θ <
π

2

(1) D

:

(a) (b)

(c) (d)

(e)

(2) D y a a sin θ =

a =

√

,

D x
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(3) D sin θ =

D

√
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